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塩田の記憶と古写真

３月にＤＶＤ上映会を企画

地域に根ざした地域学は、全国各地
で地域住民が主体となって展開されて
います。上島町のお隣の広島県尾道地
域で取り組まれている「尾道学」は、
その好例です。地域学に向き合い、精
力的な活動を行っている市民団体・尾
道学研究会の発足10周年を記念した写
真展が尾道市内各所で開催され、私は
向島の会場に足を運びました。「塩田
の記憶と造船」というテーマで、戦前・
戦中・戦後にわたって活躍した郷土写
真家の土本壽美氏の撮影した貴重な記
録資料が展示されていました。

塩田と造船。平成の時代の上島町で
生きる私たちにとっても、後者は身近
なものです。造船所のドックに入った
大きな船や空高くそびえるクレーンは
日常の風景であり、多くの方々が造船
業やその関連業に従事されています。

一方、塩田といえば、少し前の朝の

連続テレビドラマのロケ地となった能
登の塩田を思い浮かべる方が多いと思
います。確かにかつて瀬戸内海のいた
るところにあった生業の場としての塩
田を見ることは困難です。中世には東
寺の「塩の荘園」であった弓削島の塩
田は、明治17年（1884年）には堤・明
神・引野の三浜に見られましたが、第
１次塩田整理により明治時代の終わり
にはその姿を消しました。また、生名
島と岩城島の塩田は、製塩方法を変え
て入浜式塩田から流下式塩田となりま
すが、昭和46年に廃止されました。

昭和30年代まで盛んであった製塩業
の記憶を記録として後世に残すため
に、実際に従事されてきた方々への聞
き取り調査や塩田を記録した古写真及
び製塩業に関わる民俗資料の収集の必
要性を感じています。

こんにちは。協力隊の大西です。今
年は暖冬のようで、身を切るような寒
さをそれほど感じない冬のようです
が、皆様いかがお過ごしでしょうか。

私は上島町に来て、２月で５ヶ月目
を迎えます。これまでは、主にイベン
ト関連のお手伝いを中心に活動してき
ました。今月開催されるゆめしま海道
いきなマラソンにも携わらせていただ
いております。まずは、こうした活動
を通して、上島町の皆様と顔を合わせ
る機会を少しでも多く持っていきたい
と思っています。

今、自分が計画して進めている企画
として、DVD「見えないから見えた
もの」上映会があります。この作品
は、小学校２年生の時に失明しながら

も逆境に負けず強く生きる、岡山県立
岡山盲学校の元教頭、竹内昌彦先生の
半生を描いたものです。私が竹内先生
の存在を知ったのは、視覚障がい者の
方と接する機会の多いNPOの活動に
参加していたのがきっかけでした。実
際に先生のお話を聞き、DVDを見て、
強く突き動かされるものがあり、今回
の企画実施に至りました。できるだけ
多くの方に見ていただきたいので、料
金は無料としております。詳細は広報
折り込みチラシや、掲示しているポス
ター等をご覧ください。DVDを観て
何かを感じ、持ち帰っていただけたら
と思います。３月13日（日）、せとうち
交流館にて開催です。皆様のご来館を
心よりお待ちいたしております。

ふるさと
上島学への招待
⑩

上島町教育委員会
有馬　啓介

フェスパから

立石港と深浦塩田（昭和
36年頃）
生名村誌編纂委員会編

『生名村誌』生名村　平
成16年　から
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第29回愛媛県高等学校総合文
化祭に出品・出場。時本真弥さ
んが奨励賞受賞

平成27年11月20日（金）、21日
（土）、22日（日）に、愛媛県県民
文化会館（ひめぎんホール）、
愛媛県美術館南館、内子座等で
第29回愛媛県高等学校総合文化
祭が行われました。

今年度は弁論、美術・工芸、
写真、書道、文芸（俳句）、吹

奏楽部門の６部門に出品・出場
し、２年生の時本真弥さんが写
真部門で奨励賞を受賞しまし
た。「まずは被写体になってく
れたクラスメートや後輩に感謝
したいです。これからは、今ま
で以上にいろんなことを経験し
ていきたいです。そして、気に
なったものは注意深く観察し
て、撮影したり俳句を作ったり
していきたいです」と話してい
ました。

クリスマス料理講習会を実施
平成27年12月17日（木）に本校

の調理室で家庭クラブ主催のク
リスマス料理講習会が行われま
した。

今回の講習会では生徒32名が

参加し、『ブッシュ・ド・ノエル』
というお菓子を参加者全員で作
りました。３年生で家庭クラブ
委員長の岡野敦子さんは「部活
などで忙しい中、たくさんの人
が参加してくれて良かったで
す。『創造』『勤労』『愛情』『奉
仕』の精神のもと、今後も人と
人とのふれあいを大切にした活
動を続けていきたいです。」と
話していました。

第37回四国地区高等専門学校
総合文化祭に参加

平成27年12月12日～13日、高
知県立県民文化ホールで開催さ
れた第37回四国地区高等専門学
校総合文化祭に、本校より教職
員及び学生あわせて82人が参加
しました。

四国地区５高専６キャンパス
の学生が一同に集い、吹奏楽や
絵画等の35種目について、互い
にパフォーマンスを披露・発表
し、競い合いました。

各会場では、日頃学生たちが
クラブ活動で創作した絵画や書
道、パネル展示、英語によるプ
レゼンテーション、演劇等々多
彩な催しがありました。

閉会式は、吹奏楽を含む６部

門の表彰があったほか、フィ
ナーレとして各高専の代表者が
一斉に舞台に集い、活気に満ち
た「よさこい踊り」を披露し、
閉会しました。

絵画の部で優秀賞受賞
本文化祭において、本校の情

報工学科４年ファティン・ヌワ
イラ・ビンティ・アズマリさん
が絵画の部で優秀賞を受賞しま
した。

絵画のタイトルは「Orang　

Laut（オラン ラウト：マレー
シア語）」で、海に携わる人と
いう意味です。かつては王様に
海の情報を伝える大切な協力者
という意味があり、作品を描く
にあたって、この単語からイン
スピレーションを得たそうで
す。

受賞作では、漁船が油絵で力
強く、かつロープやタイヤなど
の細かい部分は繊細に描かれて
います。

弓削高等学校　http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校　http://www.yuge.ac.jp/
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